
■第１２３回通常議員総会

　・平成２５年度主要事業のポイントと予算

■常議員会/商工会議所の動き（３月）

■第５４回会頭杯野球大会出場チーム募集

■相談所だより

　自治・振興金融制度/マル経融資制度

　記帳指導募集/法律相談/経営セーフティ共済制度

■リレー随想（その１５８）

■会員探訪

…………………………… ２

……… ３

……………… ４

……… ５

…………… ６

… ７

……………………………… ８

…………………………………………… ９

■会議所インフォメーション

■国・県・市等からのお知らせコーナー

………………………… １０

……………… １１

①　第1568号　（毎月20日発行） （昭和34年７月８日第三種郵便物認可）　平成25年4月20日

ひたち国際大道芸（写真は前回のもの）
平成２５年は５月１１日（土）：日立会場、１２日（日）：多賀会場に決定

ひたち国際大道芸（写真は前回のもの）

部会会議開催のご案内
　金融財務業部会の会議を開催します。
金融財務業部会に所属する会員の皆様の出席を
お願いします。
・日　時　　　4月23日（火）午後2時
・会　場　　　日立商工会議所会館
・協議事項　　部会役員選任について
　　　　　　　平成25年度部会事業について
・問合せ　　　経営相談課

No.1568

2013
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新年度の事業と予算を承認

第123回 通常議員総会を開催第123回 通常議員総会を開催

　3月27日、当所で秋山会頭はじめ役員・議員90人
（内委任状出席者40人）が出席して、新年度の事業と
予算を決める通常議員総会を開催しました。審議に
先立ち、当所商業観光課主任　谷中信一（勤続20年）
が永年勤続の表彰を受けました。

会
頭
挨
拶
の
概
要

　
総
会
は
、
秋
山
会
頭
の
挨
拶

（
別
記
）、
来
賓
代
表
の
吉
成
明

日
立
市
長
、
飛
田
謙
一
日
立
市

議
会
議
長
か
ら
の
祝
辞
の
後
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
審
議
で
は
、
平
成
25
年
度
事

業
計
画（
案
）、
平
成
25
年
度
一

般
会
計
収
支
予
算（
案
）と
中
小

企
業
相
談
所
、
法
定
台
帳
関
係

費
、
特
定
退
職
金
共
済
、
退
職

給
与
積
立
金
の
４
つ
の
特
別
会

計
の
収
支
予
算（
案
）、
平
成
25

年
度
借
入
限
度
額（
案
）決
定
の

件
を
順
次
審
議
し
原
案
通
り
承

認
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
は
、「
変
化
の
中
に

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
も
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
中
小
・
小

規
模
企
業
の
経
営
支
援
、
部
会
・

委
員
会
の
運
営
推
進
、
運
営
基

盤
強
化
を
重
点
活
動
方
針
と
し

て
従
来
の
事
業
と
新
規
事
業
を

組
み
合
わ
せ
て
事
業
を
展
開
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
執
行
に

伴
う
予
算
は
、
６
億
９
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
震
災
か
ら
２
年
余
り
が
経

過
し
、
震
災
の
影
響
は
ま
だ
ま

だ
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
新
政

権
発
足
に
よ
り
為
替
や
株
価
が

好
転
し
、
景
気
回
復
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
は
じ
め
、
情
報
化
や
価
値

観
・
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、

企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、

風
評
被
害
の
影
響
や
雇
用
へ
の

不
安
感
な
ど
か
ら
消
費
が
低
迷

し
、
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競

争
が
激
し
さ
を
増
す
な
か
、
製

造
業
に
お
け
る
企
業
再
編
や
生

産
拠
点
を
海
外
に
移
す
動
き
が

見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
会
員
事
業

所
の
経
営
安
定
と
持
続
的
発
展

へ
の
支
援
や
、
会
議
所
の
基
本

組
織
で
あ
り
ま
す
部
会
や
委
員

会
事
業
を
通
じ
ま
し
て
、
地
域

商
工
業
の
改
善
発
展
、
経
済
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
会
員
事
業
所
に

お
け
る
金
融
や
税
務
に
対
す
る

支
援
を
は
じ
め
、
経
営
革
新
、

成
長
分
野
へ
の
進
出
な
ど
、
中

小
企
業
の
積
極
的
な
事
業
展
開

や
新
た
な
挑
戦
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
運
営
基
盤
強
化
の
た

め
の
各
方
面
へ
の
要
望
活
動
や

意
見
交
換
を
活
発
に
し
、
地
域

の
賑
わ
い
づ
く
り
や
、
業
界
の

改
善
発
展
に
対
す
る
意
欲
的
な

取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
す

る
な
ど
の
事
業
運
営
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
社
会
、
経
済
と
も
に
多
く
の

不
安
や
課
題
を
抱
え
て
の
新
年

度
と
な
り
ま
す
が
、
本
日
ご
参

会
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
と

の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
こ

の
厳
し
い
難
局
を
乗
り
切
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

変
化
の
中
に

　
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
も
う
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平成25年度 主要事業のポイントと予算

（1）中小企業相談所の機能強化

　①制度金融による資金調達支援

　②経営支援強化

　③経営革新、創業支援

　④緊急経済対策への迅速な対応

（1）商業部会

　①商店街の活性化支援（地域別懇談会）

　②個店魅力向上支援

（2）工業部会

　①日立地区産業支援センターとの連携

　②販路開拓支援

　③ものづくりへの取組み支援

　④人材活用・キャリア教育支援

　　（大学生の職場体験事業）　

　⑤ものづくり技能向上支援

（3）建設業部会

　①新技術新資材に関する情報収集

　②技術力向上支援

（4）金融財務業部会

　①部会員の経営強化支援

　②部会員間の情報交換

（5）観光環衛業部会

　①地域資源の有効活用

　②「食」による賑わい創出

（6）交通運輸業部会

　①経営環境変化への支援

　②関係業界との連携

（7）文化産業部会

　①会員交流事業の実施

　②部会員間の情報交換

（A）運営委員会

　①商工会議所運営に関する課題研究

（B）会員サービス委員会

　①会員サービス事業の実施

　　（会員サービス事業強化と新規事業の検討）

（C）産業振興対策委員会

　①産業振興に関する研究

（D）情報化委員会

　①情報発信機能の強化

　　（携帯端末等情報ツール活用研究）

　②地域情報メディアの活用

（E）観光委員会

　①観光関連事業の検討

　②関連団体との連携強化

（1）会議所基盤事業の促進

　①提言、要望活動の強化

　②財源確保策の検討

　③女性会、青年部の運営支援

　④各業界団体との連携強化

2 部会・委員会活動の活性化

3 運営基盤の強化

1 中小・小規模企業の経営支援

平成25年度収支予算総括(会計別) 平成25年度収入総予算 平成25年度支出総予算

一般会計
200,100
29%

会費　
76,500
11%

負担金
4,500
1%

事業収入
97,600
14%

中小企業
相談所

特別会計
93,050
13%法定台帳関係費

特別会計
4,600
1%

特定退職金共済
特別会計
398,300
57%

共済掛金・
給付金受入
389,600
56%

696,050千円 696,050千円 696,050千円
交付金
76,220
11%

雑収入
1,200
0%繰入金

24,430
3%繰越金

26,000
4%

事業費
66,270
9%

その他
3,730
1%

給与費
150,300
22%

事務費
14,270
2%

公課分担金
9,300
1%

繰入金
38,980
6%

共済事業給付金
389,600
56%

会館管理・
情報運営費
23,600
3%

※単位：千円 ※単位：千円 ※単位：千円
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３月  １日　観光委員会
３月  ５日　正副会頭会議
　　　　  監事会
３月  ８日　建設業部会「建築研究所講演会」
３月１２日　常議員会
３月１３日　第５０回技能五輪全国大会入賞者慰労会
３月１５日　日立地区デュアルシステム事業報告会
３月１８日　工業部会正副部会長会議
３月２１日　日立市料飲業組合連絡協議会役員会
３月２３日　青年部「常陸ノ国B級グルメフェス2013」
３月２６日　ひたちものづくり産業活性化協議会
３月２７日　第１２３回通常議員総会
３月２８日　優良土産品推奨店審査会

商工会議所の動き2月3月3月

当所青年部主催「常陸ノ国B級グルメフェス2013」に
市内外から16店舗が出店し、3000名の人出で賑わう

　
３
月
12
日
、
当
所
で
常
議
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
協
議
で

は
２
月
の
新
入
会
員（
別
記
）を

承
認
。
続
い
て
３
月
27
日
開
催

の
第
１
２
３
回
通
常
議
員
総
会

（
関
連
記
事
②
③
面
掲
載
）に
付

議
す
る
平
成
25
年
度
事
業
計
画

（
案
）、
一
般
会
計
と
特
別
会
計

（
中
小
企
業
相
談
所
、
法
定
台

帳
関
係
費
、
特
定
退
職
金
共
済
、

退
職
給
与
積
立
金
）
収
支
予
算

（
案
）、
平
成
25
年
度
借
入
限
度

額（
案
）の
件
を
協
議
し
、
す
べ

て
承
認
し
ま
し
た
。

　
次
に
当
所
経
営
安
定
特
別
相

談
室
で
企
業
の
倒
産
を
未
然
に

防
ぐ
方
策
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
な
う
商
工
調
停
士
の
委

嘱
に
つ
い
て
も
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
理
事
選
任
に
つ
い
て
も

協
議
し
、
田
山
忍
事
務
局
長
が

理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

通常議員総会に付議すべき事項を承認

有
限
会
社
山
永
自
動
車
整
備
工
場

（
自
動
車
整
備
業
）

　
中
成
沢
町
１

－

９

－

11

日
新
建
設
株
式
会
社

（
建
設
業
）

　
千
石
町
３

－
19

－

21

3月の常議員会3月の常議員会

理事・事務局長　田山 忍
4月1日付けで理事に選任されました。

会員サービス課　朝日菜摘
４月に入所しました。よろしくお願いします。

事
務
局
人
事

事
務
局
人
事
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前回大会の様子

　6月16日からはじまる第54回日立商工会議所会頭杯野球大会の出場チームを募集しています。今年の出場
チームは8月4日の決勝戦を目指して戦います。
■開催期間　平成２５年６月１６日（日）～８月４日（日）
■参加資格　公務員、学生を除き現に日立商工会議所の会員事業所に勤務して
　　　　　　いる者で編成され、次のいずれかに該当するチーム。
　　　　　　(1)チーム編成
　　　　　　　①会員事業所単独チーム、工場内または部門別チーム。
　　　　　　　②同業者等会員組合チーム。
　　　　　　　③４社までの会員事業所の混成チーム。
　　　　　　　　前項①②については登録選手の70％以上が同一の事業所又
　　　　　　　　は組合に所属していなければならない。
　　　　　　(2)チーム名
　　　　　　　①参加チーム名は日立商工会議所登録会員事業所名とする。
　　　　　　　②同一事業所において複数のチームが参加する場合は会員登録
　　　　　　　　事業名と共に工場名または部門名を表記する。
　　　　　　　③混成チームは複数の会員事業所名を併記する。
　　　　　　(3)選手
　　　　　　　①登録選手は会員事業所に所属していなければならない。
　　　　　　　②Aクラス登録選手は3名までとする。
　　　　　　　③日本野球連盟登録選手の出場は認めない。
　　　　　　　④大会に出場する選手数は監督を含め20名以内とする。
　　　　　　　⑤１選手が複数のチームに登録する重複登録は一切認めない。
　　　　　　　⑥選手が複数の会員事業所に勤務している場合は、主に勤務している会員事業所の所属とする。
　　　　　　　　尚、大会期間中のみ選手を臨時に雇用し、当該チームの選手として登録することはできない。
　　　　　　　⑦チーム編成、チーム名、登録選手の参加資格の認定は5月2４日(金)に開催される各チームが
　　　　　　　　選出した実行委員による実行委員会において協議決定する。
■申込期間　４月２２日（月）から５月２２日（水）
■参　加　料　13,000円（消費税・スポーツ保険代含む）
■組　合　せ　抽選は、実行委員会開催当日の受付順に行う。
■申　込　先　会員サービス課　先着３２チーム窓口持参 （電話、FAX、郵送での予約申込は不可）

第54回日立商工会議所会頭杯野球大会出場チーム募集

　市内の交通混雑緩和のための山側道路（石名坂町か
ら大久保町までの約6.1キロ）が完成し3月25日から
供用を開始しました。山側道路はこれまでに石名坂
町からの約4キロが供用しており、今回の大久保町
から金沢町までの2.1キロ
区間と併せ全線が開通しま
した。市内の移動がスムー
ズになるとともに、地域の
産業発展に寄与することが
期待されます。

山側道路（県道日立笠間線）が
　　　　　　　全線開通しました

「飛翔」
春がやってきた。

新しい人生のスタートだ。

どうせなら、

遠慮がちに一歩前、

くらいじゃなく

大空へ羽ばたくような気持ちで

進んでいこう。

　　　　　書道家　武田　双雲

武田　双雲／たけだ・そううん
　1975年熊本生まれ。ＮＨＫ大河ド
ラマ「天地人」の題字などを揮毫。
日テレ「世界一受けたい授業」など
多数のメディア出演。著書に『上機
嫌のすすめ』などがある。



小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）

○限　度　額　1,500万円

○期　　　間　運転7年　設備10年

○保証・担保　原則不要

利率1.55％（平成25年4月10日現在）

○日立市内で１年以上継続して同一事業を営んでおり、税務申告をして
　いる方
○当所の経営指導を原則として６ヶ月以上受けている方
○従業員２０名以下（商業・サービス業は５人以下）の小規模事業者の方
○所得税（法人税）、事業税、住民税を完納している方

※年利1.10％の利子補給が受けられます。お申込み・お問合せは当所経営相談課まで

【マル経をご利用頂ける方】
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マル経制度

　自治・振興金融制度は日立市の融資制度であり、市内中小企業者の事業経営に必要な資金調達を円滑
にし、経営の安定を図ることを目的とした茨城県信用保証協会（以下、保証協会）の保証付きの融資です。
　平成２５年４月１日から、自治金融の運転資金の限度額を引き上げ、融資期間を延長しました。また、
振興金融の運転資金の融資期間についても延長しました。

【融資の概要】
  ＜融資対象＞　日立市内で、保証協会の信用保証対象業種である同一の事業を３か月以上営み、市税を
　　　　　　　　完納している中小企業者
  ＜融資条件等＞

【優遇措置】
　《利子補給》
　　借入者が、金融機関に支払った利子のうち年利１％相当額を３年間補給します。
　　ただし、遅延損害金、借換残債分、融資実行から３年が経過した分の利子を除きます。
　《保証料補給》
　　保証協会の保証に係る保証料を全額補給します。
【申込み、問い合わせ先】
　　日立商工会議所　　日立市幸町1－21－2　　　　　　電話　22－0128
　　日立市十王商工会　日立市十王町友部1596－3　　　 電話　39－2086

自治・振興金融制度をご利用ください自治・振興金融制度をご利用ください

制度名

自治金融

資金の種類 融資期間 融資額 利率 担保

必要

設備資金

運転資金

振興金融
設備資金

運転資金

７年以内（６か月以内の
据置期間含む）

７年以内（１年以内の
据置期間含む）

７年以内

７年以内
1,000万円以内

2,000万円以内

1.55%

1.65%

原則
不要

 　　　　　　　　　　　　　　　　　(＊利率については、平成25年4月１日現在)


